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研究成果の概要：本研究では、日本の綿糸紡績業を事例として、産業の成長と衰退に関す

る歴史分析を行った。対象時期は 1890年代から 1980年代までであり、日本で綿糸紡績業
が国際競争力を持つ産業として成長し、次第に衰退していくプロセスがカバーされている。

とくに戦後の成熟・衰退局面に重点を置き、産業組織や企業組織、政策について分析した。 
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１． 研究開始当初の背景 

 
(1)従来の経済史・経営史研究では、成長産
業の分析が中心であり、衰退産業にはあまり
関心が向けられていなかった。しかし、経済
成長のメカニズムや要因を理解する上で、産
業の成熟・衰退局面と産業調整（成長産業か
ら衰退産業への資源移動）の分析は一つの重
要な鍵を握る。 
上述のように従来の研究では成長と衰退

の両局面を射程に入れた産業史分析は充分
に行われていなかったため、確立された方法
論は存在しなかった。したがって、本研究は、
方法論のレベルから試行錯誤を要する研究
作業となる。とはいえ、研究代表者（渡辺）

はこれまでに、産業史分析のための前提作業
として、企業および政策などの面から日本の
綿糸紡績業に関する研究を継続して行って
きた。今回の研究においては、これまでの研
究で欠けていた時期や内容を補うとともに、
それらを本研究テーマに即した総合的な分
析・考察に耐えうるものにまとめあげる。こ
の作業によって、日本の綿糸紡績業の長期的
な歴史過程を描き出すとともに、産業の成長
と衰退に関する歴史分析の立場からのイン
プリケーションを提示することを課題とす
る。 

 
(2)「産業の成長と衰退」に関する研究は、経

済史・経営史のみならず、他の研究分野にお
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いてもこれまでほとんど行われていない。 

 理論的には、国際経済学における比較優

位・産業調整に関する研究や経営学における

プロダクトサイクル論などが参考となるが、

歴史的事象を実際に分析するにあたっては、

それらはまだ抽象的な道具立てに過ぎない。

経営学では成熟化・脱成熟化に関するケー

ス・スタディが積み重ねられているが、それ

らの大半は比較的短期の一製品・一事業を対

象としたものであり、本研究のように長期に

わたる産業の動態に関心を向けたものは少な

い。 

日本より早く衰退を迎えたイギリスでは、

イギリス綿業がなぜ衰退したかという問題に

関する研究がある程度存在するが、衰退の原

因に関する個別的事象の列挙にとどまるもの

が多く、それらが全体としてどのような意味

を持つのかという点にまで分析を深めたもの

は少ない。 

 

(3)本研究は歴史研究にとどまらず、現在先進

国が直面している産業再生・事業再生の問題

にも示唆を与えうると考えられる。 

 

 
２． 研究の目的 

 
本研究の目的は、日本の綿糸紡績業を事例

として、産業の成長と衰退に関する歴史分析
を行うことである。対象時期は 1890 年代か
ら 1980 年代まで（戦前・戦後を通じたほぼ
100 年間）である。日本で綿糸紡績業が勃興
し、やがて国際的にも圧倒的な競争力を持つ
産業として成長し、その後、成熟・衰退化し
ていくプロセスがカバーされている。 
具体的には、まず戦後の貿易政策・産業調

整援助政策について、国際的な視点に基づく

政策分析を集中的に行う。本研究では、とく

にヨーロッパ諸国と日本との関係に焦点をあ

て、貿易摩擦と産業の衰退化、産業調整の意

図と実態、政策介入が産業の比較優位に与え

た影響などについて明らかにする。 

 この研究作業において重視するのは、ヨー

ロッパ諸国の動向に関する資料の発掘・収集

である。イギリスの文書館・図書館が所蔵す

る綿業関係資料のほか、とくにOECDの資料が

重要である。第二次大戦後、OECDは、繊維産

業の衰退化に対する先進諸国としての対策を

模索し始め、新興の競争相手であるアジア諸

国へ調査団も派遣している。OECDの一次資料

から当該テーマに関連の深い資料を収集し分

析することが、本研究のなかでも重要なウエ

イトを占めている。 

 その他にも、本研究期間には、戦前期の紡

績企業の成長要因に関する研究、1970年代の

リストラクチュアリングに関する研究などを

重点的に行う。 
 
 
３． 研究の方法 

 
・対象時期の中でもとくに戦後の成熟・衰退
局面に重点を置く。 
 
・産業の成長と発展という変化にともない、
産業組織、企業組織、政策はどのように変化
したのかという点に焦点をあてる。 
 
・国内外の一次資料（先進諸国や OECD の産
業調整援助政策に関する資料や日本企業の
経営資料）の収集・分析を行い、資料や統計
に基づいた実証的研究を行う。 
 
 
４．研究成果 
 
戦前のほか、とくに戦後の復興期～高度成

長期の時期を中心に、産業組織と企業間競争

の動向、企業組織・企業財務の変化、通産省

の需給調整政策、OECD およびアメリカ・イギ

リス等の先進諸国における産業調整援助政

策の形成過程について分析した。その結果、

以下のような点が明らかにされた。 

 

(1)日本の綿糸紡績業の産業調整においては、

企業組織を通じた調整と市場を通じた調整

が観察される。 

(2)前者の「企業組織を通じた調整」では、

成長期に蓄積した大企業の金融資産や物的

資産、さらには人的資源の企業内資源配分が

行われていた。 

(3)後者の「市場を通じた調整」では、中小

企業の開廃業（参入と退出）や大企業による

M&A が行われていた。 

(4)これらの動きが相まって、産業の発展期

のみならず衰退期（産業調整期）においても、

「組織」や「政策」的な要因のほか、「市場」

を通じたダイナミズムが観察されることが

確認された。 
(5)産業調整のプロセスは、企業組織を通じ
た調整であれ、市場を通じた調整であれ、い
ずれにせよ企業や産業界自身が行うもので
ある。しかし、急激な比較優位の変化など調
整圧力が高まると、輸入品の国内浸透に抵抗
する保護主義が発生する（実際、発展途上国
からの繊維品輸入に対して、先進国側で保護
主義的運動が高まった）。こうした貿易摩擦
を回避し、先進国側が漸次、別の成長産業に
移行していくための政策的助成措置（産業調



 

 

整援助政策）が各国で導入されるようになっ
た。また、GATTの繊維品貿易の協定も国際的
な調整を促すようなものに改訂された。こう
した政策の効果については、メリットとデメ
リットの両面があるが、本研究では、国際的
な産業調整を促進するものとして基本的に
は評価している。 
 
 以上の研究成果の大部分は国内外で発表
され、日本のみならず、他国に対しても問題
提起的な役割を果たし、各国の研究者から肯
定的なコメントを受けた。 
 当初の目的・手段の一つであった OECD の
一次資料、イギリスの議会資料等も相当数収
集し、これに加えて ILO 繊維委員会の資料も
収集できた。 
 今後は、これらの研究をより体系的なかた
ちで著書などにまとめる。 
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